
【具体策】
・誰もがいつでも来られるように定例化する。（月1回の開催
　をめざす）
・会場の確保については自治会町内会に関わってもらい、各自
　治会で開催する。
・送迎については、お迎えに行ってくれる人を頼む。5年後を
　目標に送迎サービスを使えるようにしたい。
・内容は、既存の輪踊り、ペタンク、習字、お茶など。
・費用・経費については、会場借上費、お茶代は参加者負担と
　する。

【体制など】
・支えあい連絡会
☆地域の先生に活躍してもらう。
☆スタッフ…老人クラブなど協力者を募る。

【具体策】
・参加する親や子ども自らが企画する。
・ニーズを把握する。（アンケートの実施、青少年部会
　や子ども会で意見を聞くなど）
・子どもの企画を大人が支援する。
・ジュニアリーダー育成につながる異年齢交流の機会を
　つくる。

【体制など】
・青少年部、子ども会、青少年指導員、体育指導委員が
　当初は関わる。
・将来的には大人がジュニアリーダーを支援する体制を
　つくる。
・学校の校外委員を子ども会に巻き込む。
・イベントの時に役員が友達を誘う。（声かけの輪を広
　げる）
☆学校と地域が連携する。
☆親が参加する。
☆開かれた子ども会にする。

【体制など】
・行政との連絡窓口として、泉谷自治会が中心となる。
☆当該土地がどのような条件で使用できるかについて調
　べていくことも必要。

【具体策】
・泉谷の空き地（公有地）の活用について、市町村整備
　計画などの制度の動向をみながら行政と連携して検討
　していく。
・介護保険制度の小規模多機能施設などを誘致し、その
　一部を自治会町内会で使用できないかどうかについて
　も考えていく。

地区の特性

　●　緑に囲まれ、三殿台遺跡や岡村天満宮など歴史資源が豊かな地域

　●　昔から住んでいる人が多く、地域の結びつきが強い　など

地域ぐるみで高齢者を支えよう；サロンをつくる

子どもが地域と密着して成長できるよう支援しよう；親と子どもが自主的に魅力ある企画づくりを

活動の場を確保しよう；空き地の活用について検討していく　

岡村地区
～未来へつなごう岡村の輪
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